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柔道の関節技における禁止技の種類と技法

戸 範 之
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ofProhibitedKansetsu-wazainJudo
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Abstract

lnthebeginningofjudo,Kansetsu-wazawasappliedincompetitionsorRandoripracticetoattack

variousjoints,suchasanelbow,awrist,aknee,Oranankle.Kansetsu-wazatowardtheelbowisper-

mittedtoapplybutitisagainstregulatio!lStOapplyKansetsu-wazatowardotherjointsincompeti-
tionsorRandoripracticeinjudotoday.ThereisnoprohibitedKansetsu-wazainthenamelistofjudo

techniquesorinKataexceptforAshigaramiandKotehineri.Thepurposeofthisstudywastoexam-

inethevarietiesandthetechniquesofprohibitedKansetsu-wazainjudo.Theanalysisbymeansof

movementmorphologywasconductedinthisstudy,whichwastheimpressionisticanalysisofmove-

mentprocessandtheproofbyformerliterature.ThevarietiesofprohibitedKansetsu-wazawerein-

vestigatedbyclassifyingintothetypesofattackedjoints.ThetechniquesofprohibitedKansetsu-

waえawereinvestigatedbytheimpressionisticanalysisofitsmovementprocessbasedonthe

literature.Theviewpointsofthetechniqueswerewhichdirectionthejointwasmovedandwhatbody

partofTorimainlyworkedinthecompletionphase.Thevarietiesandthetechniquesofprohibited

Kansetsu-wazainjudowererevealedasfollows.TheKansetsu-wazatoattackthewristwas

KotekujikiwiththewristflexionandGyakutekujikiwiththewristextension.Thattoattackfingers

wasGyakuyubiwiththefingersextension.ThattoattackthekneewasAshigaramiwiththekneeex-

tensionandthehipinternalrotation,andAshikujikijujigatamewiththekneeextension.Thattoat-

tacktheanklewasAshikujikiwiththeankleplantar-flexionforcedbyTori'shands,Gyakuashikujiki

withtheankleabductionandAshizumewiththeankleplantar･flexionforcedbyTori'sbody.Thatto

attackthecervixwasKubikujikiwiththecervicalflexion,andKubihineriwiththecervicalrotation

andthecervicallateralbending.ThattoattackthethoraxandlumbarwasKoshikujikitaigatamewith

thethoracicandlumbarextension.TorevealthevarietiesandthetechniquesofprohibitedKansetsu-

wazacontributetoimprovesafetyinstructingandrefereeingskillsinjudobecausedangeroustech-

niquesandmovementsincompetitionsorRandoripracticebecorrleClear.
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1 はじめに

柔道は,武術である柔術をもとにしたものであること

から,競技に適 した技だけでなく,試合や乱取で用いる

と危険な技も含んでいる｡柔道では,試合審判規定によっ

て危険な技を禁止し,試合や乱取における安全性を確保

している｡ 危険な技は,｢形｣として残 し,そこで安全

に練習できるようにした｡今日柔道は,オリンピック種

目となるなど世界中に広まり,女子や子どもの競技会も

盛んに行なわれている｡ 危険な技を制限 し,試合や練習

を安全に行なえるように整備 してきたことは,柔道を競

技として大きく発展させた要因の一つであると考えられ

る｡

柔道の技の三部門,投技,固技,および当身技の中で,

試合や乱取で安全を確保するために大きな制約が加えら

れているのは,まず第一に当身技である｡ 柔道では,読

合や乱取で使用する技 (以下 ｢乱取技｣とする)を投技

および国技とし 危険であることから当身技を乱取技と

して禁止 している｡ しかし,当身技は,当,蹴,打,お

-15-

Akita University



秋田大学教育文化学部研究紀要 教育科学部門 第60集

よび実などの技が,｢極の形｣や ｢精力善用国民体育の

形｣など形の中に網羅されて残っており,この中で練習

することができる｡ 柔道創立当時の当身技の練習法につ

いて,松本 (1994)が ｢当身技は危険でもあるので,乱

取は行なわず形の形式で練習した｣(p.15)と述べてい

る｡ 当身技は,当初から形の形式で練習していたため,

形に取り入れやすかったと考えられる｡

柔道において,当身技とならんで試合や乱取で大きな

制約が加えられているのは,固技における関節技である｡

乱取技として許されている関節技は肘関節技だけであり,

肘以外を攻撃する関節技は,乱取技として禁止されてい

る｡ 肘関節技以外の関節技は,重い傷害の可能性がある

ことや効果が急で防ぐことが難 しい (小俣,1999,p.

157;松本,1994,pp.147-148)ため,試合や乱取では,

使用できる関節技を肘関節技のみに制限し,危険性を少

なくしようとしているのである｡

乱取技として禁止されている肘関節技以外の関節技は,

いくつかを形の中で練習することができる｡｢国の形｣

には足絹,｢講道館護身術｣には小手稔と小手返がある｡

また,講道館が1982年に柔道の技名称を定めた際,関節

技におけろ禁止技は足繊のみが技名称となった (全日本

柔道連盟,2004,p.101)｡柔道草創期には,肘だけでな

く,辛,膝や足などの関節を攻撃する関節技を,試合や

乱取で用いていた (松本,1994,p.13)｡ しかしながら

今日,禁止技である肘関節技以外の関節技の多くは,莱

道の技名称や形に残っておらず,その技を目にすること

はできない｡

本研究の目的は,柔道関節技における禁止技の種類と

技法を検討することである｡関節技における禁止技の種

類と技法を明らかにすることは,技の変遷について考察

する一助となるとともに,危険な技と動作を具体的に把

握できることから,安全に配慮した指導法や審判法の向

上に貢献すると考えられる｡

本研究は,運動モルフォルギー的考察方法,すなわち

運動経過の印象分析,および文献立証によって行なう｡

肘関節技以外の関節技は,足織など小数の技を除いて,

今日の文献にみることはできない｡しかし,1940年代ま

での文献には,辛,足,頚など身体各部を攻撃する関節

技を解説しているものがある｡ これらの文献をもとに,

柔道関節技における禁止技の種類を,攻撃する部位の違

いから分類することにより検討したい｡また,禁止技そ

れぞれの技法を,文献をもとに再現した技の運動経過に

っいて,印象分析を行なうことにより検討したい｡とこ

ろで,関節技は,関節を可動域の限界まで運動させて環

が極まるといえ,肘関節技には,肘関節を過度に伸展さ

せて極める技法と,振って極める技法がある (醍醐 ら,

1977;松本,1994,pp.148-149;鈴木,1966)｡このよう

に,関節技が極まるためには,攻撃された関節の運動方

向が重要であるといえる｡印象分析の視点は,技が極ま

る局面において,攻撃された関節がどの方向に運動して

いるか,および取 (技を掛ける者)の身体でどの部分が

主に作用しているかとする｡

技法について記述するうえで,関節名,および関節の

運動方向は,｢関節可動域の測定法とその表示方法｣(岩

倉,1991)の用語により表す｡技を掛ける者,および掛

けられる者は,柔道の用語により,それぞれ ｢取｣,お

よび ｢受｣と表す｡技の再現は,柔道経験10年以上の大

学生が行なうこととする｡

2 上肢に施す関節技

手の関節を攻撃する関節技として,小手挫 (服部,

1935;磯貝,1924;南摩,1928),および逆手挫 (南摩,

1928)がみられた｡

小手挫の技法について,服部 (1935)は,｢相手の右

手首を我が右手で捕り,自分の髄を右方に廻しながら,

其腕を左の脇下に挿んで,左手で彼の前腕を捕り,右手

を放して其掌を彼の右手の甲に嘗て,而して右手を内方

に押し込んで,徐々に相手に痛みを覚えさす｣(pp.104-

105)と述べている｡ この技法による小手挫を再現 し,

技が極まった体勢を図 1①に示す｡図 1①によると,小

手挫は,取が手で受の手を押すことにより,手を掌屈さ

せて極める技法の技であるとい.える｡

小手挫における取による受の手の持ち方には,いく七

かの異なる方法がみられる｡図1①のように取が受の横

に位置し,版で受の腕を挟みながら腕と手の甲を持っ方

法のはか,両手で受の手の甲を持っ方法 (服部,1935,

pp.106-107)や,正対 して受の腕と手の甲を持っ方法

(南摩,1928,pp.93-94)がある｡

｢講道館護身術｣の小手捻と小手返はいずれも,取が

手で受の手を押すことにより,手を掌屈させて極める技

法の技である (小谷 ら,1987,pp.126-130;講道館,

1998)｡ したがって,小手捻と小手返は,小手挫と同種

の技であるといえる｡小手捻における取による受の手の

持ち方には,取が受の横に位置し厳で受の腕を挟みなが

ら腕と手を持つ図 1①と同様の方法 (講道館,1998)と,

正対 して受の腕と手の甲を持っ方法 (小谷ら,1987,p.

126)がある｡ 小手返における取による受の手の持ち方

は,正対して受の前腕を回外させながら,両手で受の手

の甲を持ち方法である (小谷ら,1987,pp.129-130;請

道館,1998)｡なお,小手返は,南摩 (1928)が ｢肘関節

を挫く｣(p.94)と述べているように,直接的には手の

関節を攻撃しても,最終的には肘に極まることがあると

考えられる｡

逆手挫の技法について,南摩 (1928)は,｢一方の手
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首の連を両手にて内外側両方面より握り相手の腕を内方

より上廻 しに外側に撚ねりながら引き出して挫くのであ

る又両方の手に相手両方の手首を甲の側より握り内方よ

り上廻しに外側へ撚ねりて挫く｣(p.105)と述べており,

ここでは,受の片方の手を攻撃する技法と両方の手を攻

撃する技法がみられる｡受の片方の手を攻撃する逆手挫

を再現 し,技が極まった体勢を図 1② に示す.図 1(塾

によると,逆手挫は,取が手で受の手を押すことにより,

手を背屈させて極める技法の技であるといえる｡

以上のように,手の関節を攻撃する関節技には,手を

掌屈させて極める小手挫 (小手捻,小手返)と,背屈さ

せて極める逆手挫があるといえる (表 1)0

ところで,肘関節技の腕織,腕挫十字固,および腕挫

版固などは,技を掛ける時,取が受の手首や手の甲など

手の関節付近を持つことがある (高専柔道技術研究会,

1977,pp.214-253)ため,受の手には掌屈や背屈が起こ

ることがあると考えられる｡腕織や腕挫版闇などを掛け

ていても,手を掌屈もしくは背屈させて技が手に極まれ

ば,これは小手挫 (小手捻,小手返)もしくは逆手挫で

あるといえる｡

②逆手挫

図 1 手の関節を攻撃する関節技

次に,指の関節を攻撃する関節技として,逆指 (服部,

1935;磯貝,1924),および小手捕 (南摩,1928)がみら

れた｡

逆指の技法について,服部 (1935)は,｢自分の右手

で相手の左手の指を甲の方から捕り,掌を上へ向けて段々

と我が右手を上げる｣(p.103)と述べている｡この技法

による適指を再現し,技が極まった体勢を図2に示す｡

図2によると,逆指は,取が手で受の指を握ってそらす

ことにより,指を伸展させて極める技法の技であるとい

える｡小手揃の技法について,南摩 (1928)は,｢人差

指の方より我が親指を相手の掌に四指を甲の方に嘗てて

握り頭上高く其掌を反らし上げて相手を制する｣(p.92)

と述べている｡ このように小手輔は,取が手で受の指を

握ってそらすことにより,指を伸展させて極める技法の

技であることから,小手揃は逆指と同種の技であるとい

える｡ また,逆指 (小手捕)は,四指より少ない数の指

を,攻撃することも可能であると考えられる｡

このように,指の関節を攻撃する関節技には,指を伸

展させて極める,逆指 i小手捕)があるといえる (表 1)｡

､図2 指の関節を攻撃する関節技 :逆指

試合や乱取で,柔道衣を持った柏手の手を離させると

き,指を組み合わせたとき,および絞技を防御するとき

に,指の関節を攻撃することがある (松井,1999,p.84)｡

このとき,指を伸展させて技が極まれば,逆指 (小手捕)

であるといえる｡ 講道館柔道試合審判規定 (講道館,

2001) では,｢相手の指を逆にして引き離すこと｣(p.

26)は禁止事項である｡ すなわち,試合では,たとえ指

を伸展させて技が極まっていなくとも,指を逆にして相

手の手を引き離す動作があれば反則であるといえる｡ 指

を攻撃することは,効果が急で防御が難しいため,審判

規定でこれを厳しく規制 していると考えられる｡

肘の関節を攻撃する関節技は,腕織,腕挫十字固,腕

挫腕固,腕挫膝固,腕挫版固,腕挫腹囲,腕挫脚固,腕

挫手固,および腕挫三角園が,乱取技として認められて

いる｡これらの9種類とは異なる肘関節技として,腕挫

背負固がみられた (南摩,1928)｡腕挫脊負固の技法につ

いて,南摩 (1928)は,｢両手にて相手の右手首の連を
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握り前方に引き出しながら我が鱒を下げっっ速やかに後

ろ向きとなり相手の腕を肘部を下にして脊負いて挫く｣

(p.100)と述べている｡ この技法による腕挫背負園を再

現し,技が極まった体勢を図3に示す｡図3によると,

腕挫脊負国は一本背負投に類似した体勢から,取が肩で

受の腕を支えながら,手で受の手を引くことにより,肘

を伸展させて極める技法の技であるといえる｡ 肘関節を

極めて投げる背負投などは,逃れることができず危険で

あるため,禁止事項 ｢腕挫版国等を一挙に体を捨ててと

ること｣に,含まれると解釈されそいる (松井,1999,p.

84)｡ したがって,腕挫脊負園は,一本背負投のように

して投げる動作が伴えば禁止技であるといえる｡腕挫脊

負固は,相手に抵抗された時は投げる動作を用いずに掛

けることは難 しく,実際に試合で用いるならば,反則が

適用されることが多いと考えられる｡

図3 肘の関節を攻撃する関節技 :腕挫背負固

また,肘関節技の一つとして認められている腕城は,

技が肘に極まるとされる一方で,肩に極まるとする指摘

がみられる (会田,1951,p.209;石黒,1943,p.199;

栗原,1955,p.106;大木,1957,p.221)｡たとえ技が

頁に極まっても,直接的には肘の関節を攻撃しているこ

とから,腕賊は肘関節技の一つとして認められてきたも

のと考えられる｡

3 下肢に施す関節技

膝の関節を攻撃する関節技として,足繊 (服部,1935;

磯貝,1924;小谷ら,1971;小田,1929;近藤,1940),

足挫十字固 (金光,1926),および膝折 (南摩,1928)が

みられた｡

足織の技法について,近藤 (1940)は,｢左足を相手

の両足の間に深く滑りこませ,相手の左膝を押し伸ばし,

両手をひいて相手の上髄を前にのめらし,左足を相手の

右足の内股から外へ廻 して,その足先を相手の下腹の前

に出して,相手の右足を摸みつけ,右足先で相手の左膝

をっき伸ばし｣(pp.190-191)と述べている｡ この技法

による足細を再現し,技が極まった体勢を図4①に示す｡

図4①によると,足鋸は,取が脚を受の脚に縮みつけて,

これを伸ばすことにより,股を内旋させながら膝を伸展

させて極める技法の技である七いえる｡｢園の形｣･にお

ける足繊 (小谷ら,1987,pp.116-118)は,近藤の他,

過去の文献にみられる足繊 (磯貝,1924,pp.178-179;

小田,1929,pp.1199-1200)と技法は同様である｡

磯貝 (1924)は,足緬について,｢非常に能 くきく業

であって,掛かったならば容易に逃れることの出来ない｣

(p.179)と述べている｡ 小田 (1929)は,足織について,

｢相当に権威ある業として,,一時は非常なる流行を呈 し

た｣(p.1199)と述べている｡このように足織は,かっ

て有効な乱取技として用いられていたことから,固の形

で扱われるとともに,柔道の技名称としても残っている

と考えられる｡ところで,足裾は防禦のために有効であ

ることが知られている (高専柔道技術研究会,1977,p.

104)｡足堀を最後まで極めず,防御を目的とする脚をか

表 1 柔道関節技における禁止技の種類と技法

攻撃する部位 技名称
技 法

関節の運動方向 取の身体で主に作用する部位

小手挫く小手捻,小手返) 掌屈 手

上肢 逆手挫 背屈 宇
辛

指 逆指 (小手捕) 伸展 手

膝

下肢

足繊 伸展,股の内旋 脚

足挫十字固く膝折) 伸展 手,脚

足挫 底屈 手,腕

足 逆足挫 外転 羊

足詰 底屈 体

首挫 前屈 手,体

体幹 仰-r 首撚ねり 回旋,側屈 手

胸腰部 腰挫体固 後屈 手,腕

注)(.)内は同種の技
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らみつけるだけの動作は,膝の関節に影響を与えなけれ

ば関節技として効果があるとはいえず,乱取や試合で用

いることができると考えられる｡

足賊には,縦四方国で用いる技法がみられる｡ 服部

(1935)は,縦四方固で用いる足城の技法について,｢両

足を伸べてその方から彼の両足を摘みつけ,自分の足関

節を屈して,彼の任に交叉せしめ,徐々に両脚を張り伸

す｣(pp.111-112)と述べている｡ この足細は,縦四方

固で抑え込んでから,取が脚を受の脚に繊みつけて,伸

ばすことにより極める技法の技であるといえるO ､この技

法は,柏崎 (1998,p.25)が縦四方固における下肢の使

い方の一つとして示しているものと一致し,試合や乱取

で使用されている｡この技法は,脚を固定する働きがあ

るものの,膝の関節などを可動域の限界まで運動させる

ものではなく,関節技としての効果があるとはいえない｡

したがって,服部による縦四方園で用いる足織は,禁止

技ではないといえる｡

足挫十字国の技法について,金光 (1926)は,｢乙の

左足首を右手にて内下より抱へ上げると共に,左足を越

えて其左側に出し,其れに連れて髄を廻して乙に後を向

け;.左手も亦其左足首を持ち,下腹が股に苦る様に腰を

落とし,乙の左側に槙倒れとなり乍ら腕挫十字固を掛け

るが如く両足に力を入れ,下腹を張出し,両手を引く時

②足挫十字同

図4 膝の関節を攻撃する関節技

は乙の左足の逆となる｣(pp.177-178)と述べている｡

この技法による足挫十字固を再現し,技が極まった体勢

を図4②に示す｡図4②によると,足挫十字圏は,取が

脚で受の大腿部を挟み,手で受の足を引くことにより,

膝を伸展させて極める技法の技であるといえる｡ 膝折の

技法について,南摩 (1928)は,｢髄を相手に封し後ろ

向きとなしつつ相手一方の足首の遠を我が股間より両手

にて握り前方に引き出しながら上にあげ我が背部を以て

相手の膝部を下に壁して膝関節を挫く｣(p.102)と述べ

ている｡ 南摩による膝折は,立ち体勢で施しているもの

の,取が脚で受の大腿部を挟み,手で受の足を引くこと

により,膝を伸展させて極める技法の技であることから,

膝折は足挫十字国と同種の技であるといえる｡

以上のように,膝の関節を攻撃する関節技には,股を

内旋させながら膝を伸展させて極める足織,および膝を

伸展させて極める足挫十字固 (膝折)があるといえる

(表 1)0

次に,足の関節を攻撃する関節技として,足挫 (服部,

1935;磯貝,1924;南摩,1928),逆足挫 (南摩,1928),

および足詰 (服部,1935;磯貝,1924)がみられた｡

足挫の技法について,服部 (1935)は,｢相手が仰向

になった時,自分は立ちながら左手で彼の右足を我が右

脇下に挟み,背を曲げて前腕を彼の産の上に嘗て,左手

の平を上に向け,丁度十字形に握り合って,左手は右手

を助け確と相手の足を保持し,自分の鰭を後方に反らせ,

段々と右前腕を高める｣(pp.110-111)と述べている｡

この技法による足挫を再現し,技が極まった体勢を図5

(丑に示す｡,図5①によると,足挫は,取が腕で受の足を

抱え,手で受の足を引き上げることにより,足を底屈さ

せて極める技法の技であるといえるQ.南摩 (1928,pp.

101-102)にも,同様の足挫をみることができる｡

逆足挫の技法について,南摩 (1928)は,｢一方の手

にて相手の一方の圧を捕らへ他方の手にて足先を握.り其

の足を小指の方に撚ねりて足首を挫く｣(p.106)と述べ

ている｡この技法による逆足挫を再現し,技が極まった

体勢を図5②に示す｡図5②によると,逆足挫は,取が

手で受の足を携ることにより,足を外転させて極める技

法の技であるといえる｡

足語の技法について,服部 (1935)は,｢相手が下向

になった時,彼の膝を曲げて,足を其背部に嘗てがひ,

左右の足が相重なるやうにして,自分は其上の方が足の

端を,彼の健に押付けて,下方の足を脱け出さぬように

為 し,その上に上部の足に痛みを感 じせ しめる｣ (p.

112)と述べている｡ この技法による足語を再現し,技

が極まった体勢を図5③に示す｡図5③によると,足語

は,取が体で受の足を圧迫することにより,足を底屈さ

せて極める技法の技であるといえる｡同じく足を底屈さ
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せて極める足挫と足語は,関節を運動させるために作用

する取の身体の部位および動作が大きく異なり,別種類

の技としてとらえることができる｡

以上のように,足の関節を攻撃する関節技には,取の

手で足を底屈させて極める足挫,足を外転させて極める

逆足挫,および取の体で足を底屈させて極める足語があ

るといえる (表1)0

に対しては ｢相手の首を我が右脇下に抱へ込み右手の拳

を我が左手にて握り我が上鱒を反らして首を挫く｣(p.

104),仰向けの受に対しては ｢馬乗りとなり両手にて相

手の頚を左右より挟みその手先を後頚の虞にて組み合せ

両肘を相手の胸部に揃えて置き組合せたる掌を以て首を

曲げ挫く｣(pp.104-105)と述べている｡ この技法によ

る首挫を再現し,うつ伏せの受に技が極まった体勢を図

6(丑,仰向けの受に技が極まった体勢を図6②に示す｡

図6(乱 および(参によると,昔挫は,うつ伏せの受に対

しては,取が手で受の頚部を引き上げながら体で受の頭

部を圧迫し,仰向けの受に対しては,取が手で受の頚部

を引き上げるこ＼とにより,頚部を前屈させて極める技法

①首挫 (受かうつ伏せ)

②首挫 く受か仰向け)

③足詰

図5 足の関節を攻撃する関節技

4 体幹に施す関節技

頚部の関節を攻撃する関節技として,首挫 (磯貝,

1924;南摩,1928),首撚ねり (南摩,1928)がみられた｡
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の技であるといえる｡

うつ伏せの受に対して,図6①の体勢から,絞技の送

襟絞もしくは裸絞を施すことができる｡始めは送襟紋や

裸絞を掛けていても,頚部を前屈させて関節技が極まれ

ば,これは首挫であるといえる｡また,抑込技の袈裟国

の体勢から,取が腕で受の頚部を強く引き上げると,頚

部が前屈する｡このとき,頚部に関節技が極まれば,こ

れは首挫であるといえる｡

首撚ねりの技法について,南摩 (1928)は,｢一方の

掌を相手の前頭部に嘗て一方の掌を頬より顎にかけて嘗

て相手の頭を横に撚り廻｣(p.106)と述べている｡ 南摩

による首撚ねりの技法は,取と受の位置関係が不明であ

ることから,寝姿勢で取が背後から首撚ねりを施して技

を再現した｡この技法による首撚ねりを再現し,技が極

まった体勢を図6③に示す｡図6③によると,首撚ねり

は,取が手で受の頭部を振ることにより,頚部を回旋お

よび側屈させて極める技法の技であるといえる｡｢古式

の形｣における綴返では,立ち姿勢で首を攻撃する技を

用いる｡ これは,取が手で受の頭部を摂ることにより,

頚部を回旋および側屈させて極める技法の技であり (小

谷ら,1987,pp.288-289),首撚ねりと同種の技である

といえる｡

以上のように,頚部の関節を攻撃する関節技には,頚

部を前屈させて極める首挫,および頚部を回旋および側

屈させて極める首撚ねりがあるといえる (表 1)｡～

次に,胸腰部の関節を攻撃する関節技として,腰挫休

園がみられた (金光,1926)｡腰挫体固の技法について,

金光 (1926)は,｢背後に馬乗となり,両手を版下に入

れるか又は送襟絞の如くに持ち,両足で乙の両足を後ろ

に押し伸ばし,乙を腹蘭にし,腰の上に体重を乗せ両膝

を立てると同時に,両手を引いて上体を持ち上げる｣

(pp.178-179)と述べている｡ この技法による腰挫体固

を再現し,技が極まった体勢を図7に示す｡図7による

と,うつ伏せの受に対して,取が手と腕で受の胸を引き

上げ,胸腰部を後屈させて極める技法の技であるといえ

図7 胸腰部の関節を攻撃する関節技 :腰挫休園

る｡このように,胸腰部の関節を攻撃する関節技には,

胸腰部を後屈させて極める腰挫体固があるといえる (義

1)｡

5 おわりに

柔道草創期には,乱取や試合で,肘,辛,膝や足など

の関節を攻撃する関節技が用いられていた (松本,1994,

p.13)｡今日,肘以外の関節を攻撃する関節技は乱取技

として禁止され,足械などいくつかの技を除いて,柔道

の技名称と形のいずれにも残っていない｡本研究では,

肘関節技以外の関節技についての記述がみられる過去の

文献をもとにして,文献立証と運動経過の印象分析によ

り,柔道関節技における禁止技の種類と技法を明らかに

した｡技の種類は,攻撃する部位ごとに分類することに

より検討し,技法は,技が極まる局面における攻撃され

た関節の運動方向,および取の身体で主に作用する部位

を印象分析の視点として検討した｡

本研究において明らかにした,関節技における禁止技

の種類,および技法の概要は次のとおりである (表 1)0

手の関節を攻撃する関節技には,手を掌屈させて極める

小手挫 (小手捻,小手返)と,背屈させて極める逆手挫

がある｡指の関節を攻撃する関節技には,指を伸展させ

て極める逆指 (小手捕)がある｡ 膝の関節を攻撃する関

節技には,股を内旋させながら膝を伸展させて極める足

掘,および膝を伸展させて極める足挫十字固 (膝折)が

ある｡ 足の関節を攻撃する関節技には,取の手で足を底

屈させて極める足挫,足を外転させて極める逆足挫,お

よび取の体で足を底屈させて極める足語がある｡ 頚部の

関節を攻撃する関節技には,頚部を前屈させて極める首

挫,および頚部を回旋させながら側屈させて極める首撚

ねりがある｡ 胸腰部の関節を攻撃する関節技には,胸腰

部を後屈させて極める腰挫休園がある｡

柔道では,肘関節技以外の関節技を,危険であること

から,試合や乱取で禁止してきた｡関節技における禁止

技の種類と技法を明らかにすることは,危険な技とその

動作を具体的に把握できるようにし,安全に配慮した指

導法や審判法の向上に貢献すると考えられる｡ 松井

(1999,p.103)が少年規定における関節技について ｢無

意識にその体勢となって技が極まったときは,『待て』

を宣告して,危険を回避するように配慮しなければなら

ない｣と述べているように,意図して技を掛けようとし

なくとも関節技の体勢になることがある｡禁止技であっ

ても,例えば,袈裟園の体勢から受けの首を持ち上げる

と首挫の体勢になるなど,無意識のうちにこれを施して

しまうことがある｡ したがって,指導者や審判員は,関

節技における禁止技の種類と技法を理解するとともに,

禁止技に移行しやすい体勢や状況を把握しておくことに
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より,練習や試合でより安全性を高めることができると

考えられる｡

また,肘関節技の一つとして認められている腕鋸は,

技が肘に極まるとされる一方そ,肩に極まるとする指摘

が過去の文献にみられる｡腕織は,肘と肩のどちらに技

が極まるのか,また,技が肩に極まるとすれば,どのよ

うな経緯で肘関節技として認められるようになったかを

明らかにすることは,今後の課題である｡
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